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 １２月６日開かれた平成３０年

第５回上越市議会厚生常任委員会

で、上越市心身障がい者福祉団体

連合会から出されていた陳情が全

会一致で採択されました。陳情項

目は次の８項目にわたりました。 

（１）市が管理する公共施設等の

利便性向上のために ①公衆トイ

レの設備及び環境について、調

査、改修、増設を ②障がい者専

用駐車スペースへに屋根の設置を 

（２）市内の小中学校の児童生徒

と障がい者との交流機会の拡大 

（３）障がい者が生活するグルー

プホームの整備に関して ①グ

ループホームの設置 ②夜間の医

療的ケアへの支援 ③障がい者本

人と家族、市当局、社会福祉法人

との意見交換及び協議の場を。 

（４）①視覚障がい者が金融機関

で口座開設及び預金の払い戻し等

を行う際の利便性の向上を。 

（５）精神障がい者保健福祉手帳

１級所持者だけでなく２級及び３

級所持者についても県重度心身障

がい者医療医療助成制度の対象と

するよう県に働き掛

けてほしい。それま

では、市独自制度と

して時限的な措置を

講じてほしい。 

 

（６）成年後見制度について、

周知の取り組みを行ってほしい 

（７）障がい児のディサービス

について①「療育」ではない

「日中一時支援事業」を利用で

きるよう検討を②障がい児の放

課後の過ごし方について協議の

場を設けてほしい。 

（８）①特別支援学校の通学の

送迎について再度の検討を ②浦

川原区の廃校舎を活用した私立の

特別支援学校の新設を。 

 上越市心身障がい者福祉団体連

合会の藤田会長が陳情の趣旨説明

を行い、「今回の陳情は８項目だ

が、現行制度の中で工夫によって

実現できるものもある。ぜひご支

援を」と訴えました。 

 陳情審査では各委員から、「何

よりも優先されるべき事項だと

思っている」「実現のためには

ハードルが高いとは思うが賛同し

ている。我々も努力していく」な

どと積極的に理解する意見が出さ

れました。日本共産党の橋本正幸

委員は「（これまでの陳情によっ

て）実現したものがあるが、まだ

課題が多い。陳情項目については

議会としても働きかけていくべき

だ」と発言しました。 
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今
定
例
議
会
に
議
員
、
市
長
、
副

市
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
引

き
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
国
家
公
務
員
の
特
別
職
の
給

与
改
定
を
踏
ま
え
、
議
会
議
員
並
び

に
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
を
年
間
で
０･

０
５
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。 

 

10
日
の
総
務
常
任
委
員
会
で
は
橋

爪
議
員
が
、
「
厳
し
い
経
済
状
況
、

実
質
所
得
が
冷
え
込
む
中
で
、
期
末

手
当
の
引
き
上
げ
は
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
「
特
別
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」
な
ど
関
連
議
案
と
関
連
予

算
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
に
反

対
し
ま
し
た
。
５
日
の
文
教
経
済
常

任
委
員
会
で
も
上
野
議
員
が
関
連
予

算
を
含
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
に

反
対
し
ま
し
た
。 

 

今
定
例
議
会
に
は
、
「
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
」
案
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
条
例
案
に
は
、
人
事
院
な
ど
の
給

与
勧
告
に
準
じ
て
、
職
員
に
適
用
さ

れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額
を
平
均
で

約
０
・
２
％
引
き
上
げ
る
、
勤
勉
手

当
の
支
給
割
合
を
年
間
で
０
・
０
５

月
分
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
寒
冷

地
手
当
廃
止
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

橋
爪
、
上
野
両
議
員
は
、
こ
の
条

例
案
に
は
市
側
と
職
員
組
合
の
間
で

一
定
の
合
意
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
反
対
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
寒
冷
地
手
当
は
豪
雪
地
な
ど
に
勤

務
す
る
職
員
に
対
す
る
も
の
で
、
正

当
な
手
当
で
あ
る
の
で
廃
止
す
る
べ

き
で
は
な
い
。
国
に
働
き
か
け
を
」

と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
議
案
は
18
日
の
議
会
最

終
日
に
採
決
さ
れ
ま
す
。 

 

陳情趣旨説明をする藤田会長 

 ９日、ひららぎ哲也の地

元、上中田町内会で町内後援

会の集会が開かれ、参加者全

員で来春の必勝を誓い合いま

した。 

 瀧澤後援会長の励ましの挨

拶の後、ひららぎ哲也がこの

間の活動や選挙情勢などを報

告。続いて当面の活動が提起

されました。 

 参加した皆さんからは、県政への

要望として、｢とにかく新潟までの交

通が不便。これでは蒲原政治と言わ

れてもしかたない。JRとも連携し

て、県内交通をより便利にしてほ

しい｣などのことが出されました。 

 選挙必勝に向けての取組では、特

に高田地域以外での知名度がまだま

だ不十分であることなどが出され、

｢より多くの市民に声をかけていこ

う｣という点が確認されました。 


